
 
・コロナ禍の中、必要不可欠な存在として、青年部員の労働力の価値が上

がってきている。そのようななか、会社は、ブランディングで見かけは

良くしようとしているが、職場の実態は伴っていない。 

 

・青年部員は、指定公共機関として公私共に感染対策をしっかり行ない、

「安全・安定輸送」を担ってきた。青年部員の奮闘に対して、現時点の

会社の考えは到底納得できるものではない。 

 

・新採、中途採用を採っても、会社に魅力がないと見切りをつけ、退職を

選ぶ青年部員が多くいる。辞めさせないように動いているのは職場の青

年部員である。青年部の努力で退職を最低限に抑えてきた。 

 

・職場の要員は全く足りていない。全国の職場で特休買い上げが常態化し

ている。会社は「要員がいないのなら列車を止める。」と言っているが、

職場では「列車を止めるな。」となっている。そのようななかで、働い

ている青年部員のために、還元しないのか！ 
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  本部青年部は１１月１６日、本社に対して「２０２１年度年末 

手当満額回答を求める本社要請行動」を行ないました。 


